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がモダリティと関わるからであり、これについては第 2 章で述べる。 



























































本論文は、序章と終章に加え、以下のように全 7 章から構成される。 
 
序章 研究の背景と目的 
第 1 章 本研究に関わる諸概念の整理と検討 
第 2 章 構造と分類から見た「文末名詞文」の位置づけ 
第 3 章 近代期新聞における「模様だ」の成立と展開 
第 4 章 様態・推定表現としての「様子だ」の特徴 
第 5 章 近世後期から近代における「つもりだ」の展開 
第 6 章 意志表現「気だ」の特徴とその史的変遷 
第 7 章 歴史的観点から見た「名詞＋だ」の文末形式の成立 
終章 まとめと展望 
 
序章では研究の背景や目的、意義などを述べる。第 1 章と第 2 章は全体的な議論を行う部
分である。第 1 章では幾つかのキーワードから研究の前提となる概念の整理を行い、研究
の射程を示す。第 2 章では本論文で扱う「文末名詞文」について、先行研究を踏まえた上で
考察を行い、本研究での捉え方を示す。第 3 章から第 6 章は各論であり、前半の第 3 章・
第 4 章では推定表現を扱い、具体的な形式としてはそれぞれ「模様だ」「様子だ」を取り上


























































































































































































「形式名詞」の項の記述は、以下の 2 点をその特徴として挙げているという2。 
 
(1) a. 実質的意味が乏しい。 
























(2) a. 太郎が行く｛ところ／場所｝がどこであるかを知りたい。 
   b. 日曜日に彼の家を訪ねた｛ところ／*場所｝、彼は留守だった。 
(3) a. 太郎の言う｛こと／事柄｝が私には分からない。 





































(4) a. ここに点のように見えるのが、病原菌だ。 
























































































まりの形で辞的な機能を果たすもの（p.27）」と規定し、以下の 3 種類に分類している。 
 
(ⅰ) 第 1 種複合辞：本来「辞」である助詞・助動詞のみが二語以上複合してできた複合辞
（「からには」「だけに」「ては」） 
(ⅱ) 第 2 種複合辞：本来「詞」である名詞のうち実質的意味が薄れている形式名詞を中心
にして複合した複合辞（「ものだから」「ところで」「ことだ」） 





り、「詞」を含むもので名詞由来のものが第 2 種、用言由来のものが第 3 種となる。 
 次にどのような形式を複合辞と捉えるかという認定基準についてだが、これは先に挙げ
た永野（1953）の指摘を修正し、上に挙げた第 1 種と第 2・3 種に分けてそれぞれの基準を





































































































































































































(6) content item（内容項目）＞ grammatical word（文法的な語）＞ clitic（接語）＞ inflectional 
















プロセス（p.1）」と規定し、以下に示す 5 つの基準を挙げている。 
 
(7) a．意味の抽象性：具体的な意味から抽象的な意味になる。 
   b．範列の成立：一定の文法機能を表し、相互に対立する少数の閉じたセットに組み込ま
れる。 
   c．標示の義務性：ある機能を表すために、特定の形態素による標示が要求される。 
   d．形態素の拘束性：形態素が拘束形式になる。 








































   b．資材の特徴：大きく内容語と機能語の 2 種類がある 
   c．意味変化の特徴：意味が抽象的（文法的）になる 
   d．形態変化の特徴：可能であれば形態が縮小する 
  e．使用範囲の特徴：共起する語の範囲が広がる 



















内容語 付属的機能語 自立的機能語 
資
材 
内容語 多内容化 機能語化 A 機能語化 B 
付属的機能語 内容語化 1 多機能化 1A 多機能化 1B 
自立的機能語 内容語化 2 多機能化 2A 多機能化 2B 
 
上の表では、付属的機能語が生産される場合を A 類、自立的機能語が生産される場合を B










17 なお、このように考えることによって 3 節で指摘した「複合辞の中には詞として機能するものがある」
という問題も解消される。ここで言う「詞」とは自立的機能語であり、「辞」ではなく「機能語」という概
念を用いれば接続詞としての「途端に」などを適切に位置づけることができる。 













































































(1) 川田君はすなおで朗らかな性格です。        （林史典他『国語基本用例辞典』） 
(2) 梓川は、この前の春の時とは少し異なった感じだった。       （井上靖『氷壁』） 














































































類型に相当するもので、「「A は B だ」の形をとり、前項名詞句 A の指示対象を主題として、





















































 更に、南（1974,1993）における C 類の語句が体言締め文では使用できるという特徴があ




























































































(26) 明日  花子が  本を  買う 予定＝だ。 










































































































































〈 X 〉ハ [ ………………N ] ダ 
認知主体 ― 認知内容（認知対象） ……Ⅰ類 
認知対象 ― 認知内容       ……Ⅱ-1 型 




































8 澤田（2014a）ではⅡ-1 型について、「「X の N」と言え、ガ／ノ交替が成立する」ものをⅡ-1a 群、「「X


























































































（ⅰ）  X ハ［…………N ］ダ 























澤田（2014a）による分類 Ⅰ-1 型 Ⅰ-2 型 Ⅱ-1a 群 Ⅱ-1b群 Ⅱ-2 型 






































    b．［与党しかこの法案を成立させない］方針だ。 
(46) a．彼の部屋はよく整理整頓されている感じだ。 


















































































































































しており、守られなければ交渉を打ち切る方針だ。    （朝日新聞・2010/05/08） 
 
12 ④「種類」は新屋（1989,2011）の A に相当する。特徴としては、③「部分・側面」の類では「主語の
N」という形を取るが、この類では「N の主語名詞」という形の名詞句ができる点が挙げられる。 
・この桜は花が春の終わりに咲く種類です。→この桜は花が春の終わりに咲く種類の桜です。 
























































































4.3  本章における分類の枠組み 
3 節で行った文構造による区別や、野田（2006）の指摘からも明らかなように、文末名詞




















































































































＋ 【A】 【B】 
－ 【C】 【D】 
 
2 つの素性それぞれの有無によって区分したため、類型は上記の通り 4 つになる。これ以
外の類型は、理論上存在しない。【A】～【D】の符号は暫定的に付与したものである。各類
型がどのようなものかについては後述するとして、この分類手法の特長を述べる。 










































【A】 【B】 【C】 【D】
1. 意志 1. 意志 1. 種類や位置づけ 1. 状況の説明
2. 段取りや見込み 2. 話し手の認識のあり方 2. 感情 2. 時間的空間的関係
3. 状況の間接的把握 3. 状況の間接的把握 3. 認識や意見
4. 義務や役目 4. 義務的な事態 4. 主体の属性



































































5.1  叙述の側面から見た文構造の再検討 
まず始めに考えなければならないのは、3 節で述べた文構造の 2 タイプがどこまで整然と
分かれるのかという問題である。2 つのタイプを以下に再掲する18。 
 
（ⅰ）X ハ［…………N ］ダ 











問題である。この点については 3.5 節で既に述べているが、以下に例を再掲する。 
 
(66) a．与党はこの法案を成立させる方針だ。（=(45)再掲） 
    b．［与党しかこの法案を成立させない］方針だ。 
(67) a．彼の部屋はよく整理整頓されている感じだ。（=(46)再掲） 
































    b．太郎が学生だ。 
(69) a．太郎は走った。 













































    b．財務大臣がほどなく辞任する意向だ。 
(75) a．私はどんな困難も乗り越えていく覚悟です。 
    b．私がどんな困難も乗り越えていく覚悟です。 
(76) a．彼はひどく疲れている様子だ。 
    b．彼がひどく疲れている様子だ。 
(77) a．太郎はみんなを助ける役目だ。 
















    b．政府が新しい経済政策を発表する模様だ。 
(79) a．太郎は大学院に進学するつもりだ。 










    b．彼が転んでもただでは起きないタイプだ。 
(81) a．彼は素直で明るい性格だ。（=(36)再掲） 
    b．彼が素直で明るい性格だ。 
(82) a．現場はいつも人手が足りていない状況だった。（=(67)再掲） 




































＋ 【A】 （ⅱ）  【B】 














































































































































































































































































































































(5) 関係筋などによると、逮捕・拘束されたのは 6 人がパキスタン人で、ソマリア人が 3～
4 人。スペイン、米国、ケニア人が加わっているとの情報もあり、事件に無関係だとし

































































2 金（2014）では、「모양이다」は過去形をとらないとされているが、対象とした用例数が 154 例と、文






















＋模様）」の 3 通りがあるということである。複合名詞は意味的に「N の模様」と等しいた
め、事実上名詞句による修飾か節による修飾かの 2 通りとなる。「模様」が用言によって連






2015 年の朝日新聞記事から収集した「模様」は全 589 例であったが、そのうち文末で使用




5 山村（2013）における名詞性のテストを参照されたい。詳しくは第 4 章で述べる。 
非文末 文末 文末 非文末
用例数 348 34 403 34 479 65 4 1 1368















































國は、存すること永久なるべし。              （玉くしげ・p.331） 
(17) しかしこの理屈はその場の時宜、そのときのもようをしらぬ人が、畳のうえで分別し
ていうことじゃ。                    （続鳩翁道話・p.164） 
 
このように、名詞「模様」の使用は近世期の様々な資料にわたって見られる。 








して奇ならざるはなし                          （西洋道中膝栗毛・p.37） 
(19) 名主が下役に逢ふて無理に叱らるゝ模樣は氣の毒なれども村に歸て小前の者を無理に



































非文末 文末 文末 非文末
1875-79 1 0 0 1 0 0 0 2
1880-84 6 2 0 1 2 0 0 11
1885-89 18 6 2 5 2 6 0 39
計 25 8 2 7 4 6 0 52
1875-79 9 1 1 1 0 2 0 14
1880-84 13 8 17 9 26 2 1 76
1885-89 61 15 25 4 40 9 0 154














聞）は一昨日三菱滊船須摩浦丸にて入港したれば先つ石油は次第に下落する摸樣なり                  
（横濱毎日新聞・1878/01/22） 
(23) 同港の唐糸は唯今元方強く先行惡しく相場は前と變りなし又生糸も相場は同事氣配は














































（大石正巳(談)「新政党観 主義政綱は無用」『太陽』1909 年 5 号） 
(28) 他の一面に於て、露國の共産主義の宣傳は最近多少下火になつた模樣ではあるが、尚
依然として盛んなものである。 










段々近付いて来る模様だ。                     （夏目漱石『坊っちゃん』） 
非文末 文末 文末 非文末
1874-75 1 0 0 0 0 0 0 1
1881-82 3 0 1 1 0 2 0 7
1887-88 32 2 6 11 2 6 1 60
1894-95 44 1 8 9 5 1 3 71
1901 29 2 5 14 2 1 3 56
1909 21 3 3 11 4 3 1 46
1917 11 1 4 3 3 0 2 24
1925 29 5 4 5 10 2 0 55














事文庫」を使用し、1912～1943（明治 45～昭和 18）年の 1 月分の記事を対象とした。そこ





















非文末 文末 文末 非文末
1912-14 12 1 27 18 7 65
1915-19 58 12 158 50 19 297
1920-24 92 29 447 102 31 701
1925-29 45 27 420 39 26 557
1930-34 31 19 351 28 18 447
1935-39 12 14 203 14 9 252
1940-43 7 4 101 6 2 120





とに決定した模様である             （東京日日新聞・1921/01/23） 
(30) 尚北アイルランドでも一九二三年公社債保障法を制定し、千五百万磅の範囲内で前記
英本国と同趣旨の方法を実行して居り、造船関係に於ても、相当の成績を示している模
様である                                       （国民新聞・1929/01/23） 
(31) 旧臘中より馬場蔵相、前田鉄相等は小川商相に対し製鉄国策の再検討と対策樹立の急
務を力説して協議を進めた結果、政府内部においては大体左の方針を以て善処するこ














報に見ゆ                              （東京横濱毎日新聞・1883/01/31） 
(33) 併し翻って我国現下の経済状態を考えると外国貿易には余り楽観も出来ない模様があ






























模様あり 模様なし 模様だ その他 模様あり 模様なし 模様だ その他
1875-79 0 0 1 9 1 0 1 0 14
1880-84 1 1 8 11 4 3 17 2 76
1885-89 6 4 15 51 2 1 25 1 154
1912-14 1 3 1 8 10 5 27 3 65
1915-19 11 7 12 40 29 9 158 12 297
1920-24 10 18 29 64 57 24 447 21 701
1925-29 4 4 27 37 10 12 420 17 557
1930-34 4 5 19 22 6 9 351 13 447
1935-39 1 0 14 11 3 4 203 7 252































































たる。これは、1921（大正 10）年に東京日日新聞、読売新聞、翌 1922（大正 11）年に東京朝日新聞の社
説が口語体に改まったことに依るものであり、これを受けて山本は 1922 年を狭義の言文一致運動の終年
としている。 






































（1910 年代には 5%程度だが、1920 年代後半には 25%に達している）。 
ル タ テイル テイタ 非過去 過去 非過去 過去
明治期 12 1 8 0 13 0 1 0 10 45
大正～昭和戦前期 804 301 317 9 145 4 22 1 104 1707




















































ふ                         （讀賣新聞・1880/01/04） 
(39) 山田司法卿には來る六日より二週間のお暇にて伊豆の熱海へ入浴に赴かるゝよし 












































































18 このことを示す象徴的な例を挙げる（以下の例は、【表 3.1】の「その他」に当たる）。 
・女性の名前も、彼女を被害者に引き合わせたという結婚相談所の名前も特定されておらず、模様だの、
らしいだの、という曖昧な表現を用いて、まったく具体性のない記事であるが、結婚相談所という言葉

















ひし上」                                      （お染久松色読販・p.241） 
(43) よね「お長さんかヱ あの子も寔に苦労しますヨ。それに鬼兵衞どんが、何かおかしら
しいそふだから、猶心づかひしてゐるやうすサ」      （春色梅児誉美・p.56） 
 












































『春色梅児誉美』『春色辰巳園』から「様子」は計 46 例見られたが、「模様」は 4 例にとどまっている。よ
り日常の語彙としての性格を有していた「様子」が、文末での使用も「模様」に先立って行われるようにな
ったものと考えられる。注 8 も参照のこと。 
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子だった。           （米川和夫(訳)『集英社ギャラリー｢世界の文学｣』） 
































































のほうへかしぐよふだ」                    （東海道中膝栗毛） 


































 内実推定 原因推定 様態 比喩 内的感覚 
ようだ（現代語） ○ ○ ○ ○ × 































 内実推定 原因推定 様態 計 
用例数 622 28 519 1169 






た。                         （山崎豊子『不毛地帯』） 
(16) やがて左右に広がった少女の両手が不自然に揺れ出した。どうやら目でも回した様子











































































 内実推定 原因推定 様態 比喩 内的感覚 
ようだ（現代語） ○ ○ ○ ○ × 
ようだ（江戸語） ○ × ○ ○ ○ 




























(26)「いかなるものゝ集へるならん」と、やうかはりて思さる。    （源氏物語・夕顔） 
(27)「百首よむやうはならひたるか」と仰せごとありければ        （古今著聞集・5） 
(28) この僧、人の夢にみえけるやうをかたる時、この男いふやう  （宇治拾遺物語・89） 
(29) 繪よくかきたらむ屏風をたてならべたらむやう也。       （更級日記・竹芝寺） 
(30) 御くだ物・御みきなど、さりぬべく参らせよ。みづからも参るべきを。かへりて、物
さわがしきやうならむ。                   （源氏物語・行幸） 
















問文として用いられている例も 4 例ではあったが存在した。 
 
(32) 藤岡さんは、だれかと喧嘩をしたようなようすだった。髪が乱れて、右頰がはれてい
る。                       （田中雅美『赤い靴探偵団』） 
(33) みんなって、本当にみんなですか？ とさらにしつこく尋ねると、最近では例外もあっ








んな注意も払う様子はない。                      （笠井潔『サイキック戦争』） 
(36) 「パクられても、あまり悔しそうな様子じゃなかったな。なぜだ。面白半分にやった
のか」                   （草野唯雄『電話メモ殺人事件』） 
 
8 「様子だ」に「ような」が前接する例が 26 例、「そうな」が 17 例、「～げな」が 5 例、「みたいな」が 1
例、「らしい」が 1 例であった。 






















ーはずっとまえから始まっていた様子だった。  （森博嗣『月は幽咽のデバイス』） 
(38) 第一撃は成功だった。敵の〈ヘルダイバー〉編隊は、急降下に入ったばかりの出鼻を
叩かれ、四分五裂の状態で、爆撃を断念した様子だ。早くも重い爆弾を投げ捨て、逃






















は Y ようだ」と模式的に示すと、意味は「X が Y に似ている」となる。ここで「似ている」










 「ようだ」と「様子だ」の基本的意味の差異を端的に示すと、「ようだ」は「X は Y に近


















の特徴を明らかにする。その際、第 3 章で扱った「模様だ」とも比較して考察を行う。 
 
6.1  形態的特徴 
















いては第 7 章で改めて触れる。 
ル タ テイル テイタ 非過去 過去 非過去 過去 助動詞 タイ トイウ
219 295 407 36 52 3 51 2 50 12 42 1169













































の作品が気に入った様子であった。           （藤川洋子『絵画療法』） 
 
感情変化動詞以外でも、何らかの点で人間の精神的活動に関わる動詞、すなわち心理動詞
ないし感情動詞が前接する例も多い。これらは異なりで 56 語、のべ 80 例を数えた13。つま





であった。                       （澤田ふじ子『狐官女』） 
(45) 相原氏は少しドギマギしながら「四万何千円です」と言った。ぼくがあまり即座に値















































































(51) 内外の者に目くばせしそろ＼／脇へ退く様子。         （重井筒・p.82） 
(52) そちは今のを無念がる様子じやが、たとへ昔は公家の落し子にもせよ、今末社で口を






たな事を云て叱られるな」                                  （助六・p.64） 
(54) きた八うつゝをぬかして、うちふしけるが、夜もしだいにふけゆくまゝに、犬のとを
ぼゑものさみしく、時のたいこも、はや、うしのこくばかりなるに、吉弥目さめしや

























の合間合間にそれを読んでいる様子であった。        （夏目漱石『門』） 
(57) 其の時分に唐詩選を教へて貰ひよツたところが、こいつが極く鈍物で幾遍村夫子が教
へてもなか＼／覺えない、どうも村夫子が甚だ怒ツて居る樣子ぢや 

















































































































2.1  「つもりだ」の用法 
「つもりだ」は意志表現としての例を最も思い浮かべやすいが、実際には幾つかの用法に
分けられている。「つもり」の用法を網羅的に扱った研究である吉川・酒井（2003）による
と、「つもりだ」の用法として以下の 3 つが立てられている。 
 
(1) 私は夏休みに旅行に行くつもりです。  〈意志〉 
(2) 確かに火を消したつもりだ。      〈思い込み〉 
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 一方で、「～たつもりだ」は〈思い込み〉の用法に限定される（八田 2001、吉川・酒井 2003、
高梨 2016）。なお〈仮想〉は言い切りの形では通常現れず、「つもりで」という形をとった
 


































章では〈仮想〉用法も扱う。また 5 節で述べるように、〈仮想〉と〈思い込み〉の連続性も重視したい。 
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(9) もはや首尾見合せて、この遊びもやめる積りに工面するうちに    （好色敗毒散） 
(10) 男子の生まれし時、それが成人の後悪所の遣ひ銀とて百貫目除けてをいたりとも、そ























は（中略）内證で預けないまし                    （春色梅児誉美） 
(15) 女房「鉄砲で打殺した物が薬位で届くものじやアないはな。つもりにもしれたもんだ」 


























(17) きさまおだはらか。おいらア小清水か白子屋にとまるつもりだ。 （東海道中膝栗毛） 
(18) 仇「〔羽織を〕ナニまたこしらへるはネ。大事にはせずといゝが、米の字に知れちやア
わりいから、増さん処へ預けてお置ヨ」丹「そうヨ、そのつもりだ」トいひながらひき







































3.1  先行研究の問題点 

























(20) 源「太吉なざア一番、糖をねぶらせると、本気で勝たつもりで居る」 （浮世風呂） 
(21) 弥次郎兵へは旦那のつもりゆへ、わらじのまゝちややの板の間にあぐらをかきて 



















































































既に 2 節や 3 節で述べた用法の観点を中心に、具体的な用例を挙げながら「つもりだ」の
使用に関わる変化を指摘していくこととする。 
 
4.1  近世後期（江戸語）の用例 
土岐（1994b,2010）が既に指摘するように、名詞「つもり」が「つもりだ」という形とし





















ですハ」                             （春色恋廼染分解・p.46） 
(28) 藤「悔しいねへといはれるつもりで、内の湯を待かねるふりで、おいらを引出しやア

















































4.2  近世後期（上方語）の用例 











・よね「ナニ今朝は妙見さまへ参りに来たつもりで宅は出ましたヨ」     （春色梅児誉美・p.48） 
用法＼前接語 スル その Nの どうする サセル シタ シナイ サレル ナイ トイウ マス テイル 計
達成の意志 87 10 6 10 8 1 4 0 0 0 2 0 128
過程の意志 5 1 0 0 0 0 1 3 0 1 0 0 11
思い込み 2 7 6 0 0 4 1 0 3 0 0 1 24
仮想 0 0 4 0 0 2 0 0 0 1 0 0 7
全体 94 18 16 10 8 7 6 3 3 2 2 1 170
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 本論文末に掲げた資料から、全 44 例の「つもり」の用例を得た。このうち考察対象とな
る「つもりだ」の例は 41 例であり、〈達成の意志〉が 33 例、〈過程の意志〉が 2 例、〈思い





なれどかんじんの嫁がきはまらぬので             （竊潜妻・p.206） 
(34) ツネ「マアなんと思ふてまいるやら心が知れんあれでも死んでから極楽へ往くつもり























用法＼前接語 スル その Nの シナイ トイウ 計
達成の意志 28 1 2 1 1 33
過程の意志 2 0 0 0 0 2
思い込み 4 2 0 0 0 6
全体 34 3 2 1 1 41
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4.3  明治前期の用例 
 ここでは明治初年から 20 年ほどを明治前期と考え、「つもりだ」の用例を見ていく。本論
文末に掲げた資料を対象として、これまでと同様に「つもり」の例を収集した結果、全 104
例を得た。ここから〈計算〉〈最後の杯〉の意で用いられている例を除くと、考察対象は 98







































4.4  明治後期から大正期の用例 
 続いて、明治後期から大正期の用例を見ていく。新潮文庫「明治の文豪（CD-ROM 版）」
（時期は 1887～1920 年）を使用し「つもり」の用例を収集したところ、全 807 例を得た。
ここから〈計算〉と〈推量〉の意で用いられている例を除くと、考察対象は 804 例となっ






う落第してしまったわ」              （夏目漱石『吾輩は猫である』） 
(42) 客が芸者を相手にしている積りでいるだけで、芸者は些しもこの客を相手にしてはい
ない。客は芸者を揶揄っている積りで、徹頭徹尾芸者に揶揄われている。 
  （森鷗外『青年』） 
(43) 先生達は二階に通った。幸いにして客はまだ多くなかった。近在の婆さんづれが一組、
温泉にでも来たつもりで、ゆもじ一つになって、別の室にごろごろしていた。 
                                                  （田山花袋『田舎教師』） 
 
用法＼前接語 スル その Nの シナイ サセル シタ どうする テイル マス 計
達成の意志 54 2 3 2 4 0 2 0 1 68
過程の意志 10 0 0 2 1 0 0 0 0 13
思い込み 0 6 3 1 0 1 0 1 0 12
仮想 0 0 1 0 0 4 0 0 0 5























は矛盾も何も犯していない積りだ。                     （夏目漱石『それから』） 
用法＼前接語 スル シタ 指示詞 テイル シナイ Nの どうする トイウ サセル ナイ 形容詞
達成の意志 367 0 19 2 23 3 19 9 9 0 0
過程の意志 54 0 11 0 7 1 0 2 0 0 0
思い込み 13 81 34 43 13 27 0 7 0 7 7
仮想 4 7 0 0 0 3 0 0 0 0 0
全体 438 88 64 45 43 34 19 18 9 7 7
用法＼前接語 形容動詞 テイナイ ヨウナ サレル Nデハナイ テイタ マス 単独 ツツアル タイ 計
達成の意志 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 454
過程の意志 0 0 0 3 0 0 1 1 0 0 80
思い込み 6 6 3 0 3 3 0 0 1 0 254
仮想 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 16



















の自己制御性」という 2 つの観点から見ると、以下のように捉えることができる。 
 
【表 5.5】「つもりだ」の諸用法のまとめ 
 〈達成の意志〉 〈過程の意志〉 〈思い込み〉 〈仮想〉 
実現のあり方 未実現 既実現 反事実 























































































































(47) 北八「しれたことよ。しかしこつちへは来ぬつもりだ」 （東海道中膝栗毛・p.244） 
(48) 継「実ア僕なんぞも大に悟る所ありだ。以後も放蕩はするかもしれんが。人のお世話
















                                                        （怪談牡丹燈籠・p.10） 
 
しかしながら「つもりはない」に関しては、近世・明治前期には用例が確認できず、調査範
囲では以下に挙げる 1902 年の例が最も早いものとなっている。 
 
(51) 「だって、その位は当り前だア。お前さアばか、勝手な真似して、己ら尤められる積
はねえだ」                                  （田山花袋『重右衛門の最後』） 
 
明治後期～大正期における「つもり」の全 804 例のうち、「つもりはない」は 17 例見られ






の成立と比較すると新しい形式であり、20 世紀の 100 年間にその勢力が大幅に伸長したと
言えるだろう。 
 他の 2 形式は「つもりだ」の成立とさほど間を開けずに例が確認できる。「～ないつもり
だ」は「つもり」に前接する語句が否定形をとっただけであり、尾崎（2003a）が述べるよ
うに「つもりだ」の持つ意味用法に回収できる。「つもりではない」は、「つもり」を名詞と
捉え「N だ」のように考えれば、それを単純に否定したものと見なせる。従って、この 2 形
 
10 「日本語歴史コーパス 明治・大正編」を使用して「つもり」の例を検索したところ、「つもりはない」





































・ベスト百には入る予定もつもりも全くありませんがオークションと同じ ID なので公開されるのは嫌だ 



































15 「つもりはない」全 17 例のうち〈意志〉が 14 例、〈思い込み〉が 3 例であり、〈意志〉用法の比率は
82.4%となる。肯定形式の「つもりだ」（全体から「つもりはない」と「つもりではない」を除いたもの）






























































































(1) 「早くしないと――あの子、絶対に言う気よ」    （向田邦子『阿修羅のごとく』） 






















































































































そうだ。                      （篠藤ゆり『旅する胃袋』） 
(13) 雄大が帰ったあと、部屋に戻ると、小夜子はばらばらになったプリントをしゃがんで
かき集めた。いやになるくらいの量。手にした英語の長文を見て、拾う気が失せて再び





























計 2064 例は、名詞「気」の総用例数が 5 万例以上であることを考えると、そのごく一部に
過ぎない。先述のように、これは同じく意志表現として用いられる名詞「つもり」との差で
ある。ただし、用例数自体は決して少なくなく、「気だ」がある程度頻用される形式である






形式＼前接語 スル 指示詞 トイウ どうする 形容詞 シナイ シタ シテイル Nの その他 計
546 34 11 45 32 28 22 7 5 13 743
523 34 10 45 0 21 0 5 3 5 646
936 78 46 0 1 0 1 5 3 7 1077
936 78 45 0 0 0 0 1 3 7 1070
175 28 30 0 0 0 0 0 0 11 244
175 27 17 0 0 0 0 0 0 8 227
1657 140 87 45 33 28 23 12 8 31 2064











(14) 「敵はもう勝った気でいるらしいな」            （小前亮『李世民』） 
(15) だから、文観は後醍醐の命令を喜んで拝受した。寺の中に鎮座している気は全くない




















































































当もゆりたなら。この恩のおくりやうもあろう」       （北川蜆殻・p.351） 
スル セヌ Nの 指示詞 形容詞 トイウ タイ シタ 計
全体 27 5 3 2 2 1 1 1 42











が何と言てもはじまらないはネ」               （春告鳥・p.596） 
(24) 女房「いふ位か。夫だものを、やきもちのやの字もあると、忽地梵天国さ。其代におい


















4.3  明治・大正期の用例 
 明治期以降も基本的に様相は変わらない。明治前半期の文学作品から幾らか例を挙げる。 
 
スル 指示詞 Nの トイウ シナイ シタ どういう 形容詞 テイル その他 計
全体 190 50 18 10 12 14 6 5 6 10 321













になつて苦労をしてくれる気はねへか」          （怪談牡丹燈籠・p.56） 
 
意志を表していると考えられる用例は、全 53 例中 43 例に上った（81.1%）。〈意志〉用法の








を訪ねる気であった。                  （夏目漱石『それから』） 
(28) 僕はこの怜悧で活溌な娘が嫌ではないが、早く妻を持とうという気はないのだから、
この話はどうなるともなしに、水が砂地に吸い込まれるように、立消になってしまった。 






〈意志〉用法 358 例のうち 296 例（82.7％）が動詞のル形を前接させたものであり、これ
までのどの時期においてもおよそ 7～8 割で推移していることになる。それ以外の「気」に
スル 指示詞 トイウ どうする シナイ シタ テイル 形容詞 その他 計
全体 303 24 22 19 16 14 7 5 9 419













































だから」                         （夏目漱石『明暗』） 
(33) 「己はお前に惚れてる、だからあんなにお前を大事にしていたんだ。それだのにお前
は……ひどいや！ ひどいさ！ だが……しかし己は今直ぐにでも一所になる気だ。ど














 〈意志〉の全例 一人称主体 比率 
近世後期 115 57 49.6% 
明治後期～大正期 72 17 23.6% 











後期の「つもりだ」では、会話文に見られる 132 例中 101 例が一人称主体の例であり、そ




















はない」は、4.1 節で述べたように 18 世紀初頭の上方語において既に用例が確認でき、時
期としては肯定の「気だ」と同じである。一方、「つもりはない」は第 5 章で述べたように

















 主節（うち「デイル」） 従属節 計 
近世後期 28（3） 29 57 
明治後期～大正期 8（1） 9 17 







































































































































































(2) a. それは皆に支持されている考えだ。 




































の 2 タイプを取り上げたい。以下にその別を示す。 
 
(ⅰ)  X ハ［…………N ］ダ 
(ⅱ) ［X ハ…………］N ダ 
 









 本章で扱いたい「名詞＋だ」の諸形式は、上記の 2 タイプでは(ⅱ)の方に当たる。上で模
式的に示していることからも分かるように、文から「N ダ」の部分を切り出せるのは(ⅱ)タ
イプであり、(ⅰ)タイプでは構造的にそれが難しいからである。(ⅰ)タイプが新屋














その関係には 3 つの場合があるとし、1 つ目として「動詞用法の衰退」を挙げる。 
 
(3) a. 有里子との別れに際して、秀樹は記念の品を贈った。 
   b. *秀樹は、有里子との別れに際した。（そして、記念の品を贈った。） 
   c. *秀樹は、有里子との別れに際した時、記念の品を贈った。 
(4) a. 対立陣営からの批判に対して、小西氏は反論した。 
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   b. *小西氏は、対立陣営からの批判に対した。（そして、反論した。） 









 2 つ目の場合としては、「動詞用法との意味・用法の分化」を挙げる。 
 
(5) a. その点、江口氏はプロだから、状況に応じて臨機応変に処理した。 
   b. *その点、江口氏はプロだから、状況に応じた。（そして、臨機応変に処理した。） 
   c. 警察は、犯人の要求に応じた。 
(6) a. 時間がたつ（／時間の経過）に従って、友子はだんだん不安になって行った。 
   b. *友子は、時間がたつ（／時間の経過）に従った。（そして、不安になった。） 

























(8) a. 何も知らないくせに、偉そうなことを言うな。 












































4 【表 7.1】について幾つか補足する。上 2 段は第 3 章で挙げた【表 3.1】とほぼ同じだが、「その他」の 1


































 一方、第 6 章で扱った「気だ」は近世前期の上方語において用例を確認することができ
非文末 文末 文末 非文末
用例数 348 34 403 34 479 65 4 1367
比率(%) 25.4 2.5 29.5 2.5 35.0 4.8 0.3 100.0
用例数 4046 123 2322 2379 136 686 1356 11048















 次に共時的側面から行った分析の結果について述べる。なお、以下の内容は第 6 章で述
べたことと大部分が重なっている。「現代日本語書き言葉均衡コーパス」を使用して調査し
たところ、「つもり」は計 11121 例見られたが、そのうち「つもりだ」（「つもりはない」「つ


























































































(11) a. 首脳会談は、両者ともに平行線をたどった模様です。 
    b. これより、首脳会談が行われている模様をお伝えします。 
    c. これより、首脳会談の模様をお伝えします。 
  d. 首脳会談は、昼過ぎから急に｛*模様／様子｝が変わったようです。 




































































































7. 助動詞相当形式の 2 種が意味するもの 





























































































このうち(1a)については第 2 章で、(1b)については第 3 章から第 6 章で、(1c)については第




造の面から、文末名詞文には以下の異なる 2 つのタイプが存在することを指摘した。 
 
(ⅰ)  X ハ［…………N ］ダ 
(ⅱ) ［X ハ…………］N ダ 
 
(ⅰ)は「X ハ―N ダ」という構造を基底に持つタイプであり措定文に近いものであるが、






























































第 2 章で（ⅱ）タイプとしたものに限られることを述べ、議論の射程を示した。次に、第 3




























































2.1  「文末名詞文」の構造に関する理論的・記述的課題 










(2) a. 太郎は大学院に進学するつもりだ。 
   b. 太郎に(は)大学院に進学するつもりがある。 
(3) a. 太郎は大学院に進学する気だ。 













(4) a. ［CP 太郎 i が［CPφi 手紙を開ける］つもりだった］ 


















(5) a. ［主節   ［埋込節 太郎が出かける］はずだった］ 








(6) a. 「はずだ」類：そうだ／ようだ／みたいだ／様子だ 




































































(8) a．はやても龍の吹かする φ なり             （竹取物語・龍の頸の玉） 


















































































(10)   ［名詞句［ 述語連体形＋ノ］ニ］［ 述語］ 
































2.4  言語の階層と文体上の問題 
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